
１ ピアソン会ＨＰアドレス　http://www.npo-pierson.org/

第 95 号

 2020.12. 5
　　　　　　　　発行人：吉田　邦子（理事長）　編集人：伊藤　悟（理事）

NPO 法人ピアソン会事務局
　　　（事務局長　伊藤　悟）

　　〒 090-0036

北見市幸町７丁目４番 28 号
　　℡ .FAX　0157-31-1215

　　　ピアソン記念館内

　 　　午前 9:30 〜午後 4:30

　　　 e-mail アドレス
　　pierson@yacht.ocn.ne.jp

北海道遺産・北見市指定文化財　ピアソン記念館

　

10
月
10
日
の
土
曜
日
、
午
後
５
時

よ
り
上
映
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
、
自
主

事
業
を
で
き
な
い
状
況
が
続
き
ま
し

た
が
、
よ
う
や
く
今
年
度
二
事
業
目

と
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
３
密
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
通
常
の
３
分
の
２
の
定
員
20
名

限
定
で
の
開
催
で
し
た
。
結
果
的
に

は
21
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
映
会
時
の
写
真
に
あ
る
よ
う
に

展
示
ケ
ー
ス
を
鑑
賞
者
の

間
隔
を
開
け
る
た
め
、
人

と
人
と
の
間
に
置
き
、
ま

た
私
語
は
慎
ん
で
い
た
だ

き
、
約
２
時
間
静
か
な
上

映
会
で
し
た
。

　

遠
軽
家
庭
学
校
の
創
設

者
「
留
岡
幸
助
」
の
物
語

で
し
た
の
で
興
味
を
持
っ

て
集
ま
っ
て
い
た
だ
け
ま

し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
家
庭
学
校
を
開
設
し

た
の
か
、
意
外
と
私
た
ち

も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
興

味
津
々
と
し
て
の
鑑
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

上
映
後
の
正
直
な
感
想

と
し
て
は
、
映
画
そ
の
も

の
の
評
価
は
、
意
見
の
分

か
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い

　
　
遠
軽
家
庭
学
校
の
設
立
者
留
岡
幸
助
の
物
語

　「
大
地
の
詩う

た

」
上
映
会
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
！

た
の
で
は
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
消
化

不
良
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
時
の
よ

う
に
、
筆
者
に
と
っ
て
は
何
か
し
ら

モ
ヤ
モ
ヤ
と
し
た
心
地
悪
さ
が
残
っ

て
し
ま
っ
た
映
画
で
し
た
。
そ
れ

は
、、
遠
軽
家
庭
学
校
と
留
岡
幸
助

と
の
描
写
が
、
撮
っ
て
付
け
た

0

0

0

0

0

0

よ
う

に
感
じ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

テ
ー
マ
で
あ
る
主
題
を
描
か
ず
に
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
映
画
、
そ
ん
な
印

象
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
い
）

第 29 回

文化サロン de ピアソン

　
　
　
〜
「
三
柏
の
杜
」
の
木
の
実
な
ど
を
利
用
し
た
〜

　
　
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
習
会
終
了
！

第
30
回

文化
サロ

ン
de
ピア

ソンクリスマスツリーを設置
　

12
月
３
日
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
幼
稚
園
児

が
願
い
を
込
め
て
作
成
し
た
飾
り
を
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
事
も
あ
り
園
児
で
の
飾
り
つ
け
を
大
人
が
代
行
し
ま
し
た
。

　

恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
を
作
る
講
習
会
が
11
月
29

日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い

た
21
組
の
参
加
者
は
ピ
ア
ソ

ン
記
念
館
庭
で
採
取
し
た
ニ

オ
イ
ヒ
バ
や
柏
の
葉
な
ど
を

使
っ
て
、
思
い
思
い
の
デ
ザ

イ
ン
で
リ
ー
ス
作
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。
密
を
避
け
る
た

め
人
数
制
限
下
で
の
講
習
会

で
し
た
の
で
、
来
年
は
も
っ

と
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る

よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

魔
除
け
リ
ー
ス
に
期
待
を
！



自
宅　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
北
25
番　

　
　
　

通
り869

番
地

死
亡　

１
９
０
７
年
４
月
23
日
（
日
）

　
　
　

午
前
６
時　

自
宅
に
て

死
因　

突
然
の
脳
溢
血
に
よ
り
死
亡
。

　
　
　

20
年
ほ
ど
前
か
ら
動
脈
硬
化
症

　
　
　

状
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。

葬
儀　

自
宅
に
て
。

埋
葬　

４
月
25
日
（
火
）
ユ
ニ
オ
ン
・

　
　
　

ロ
ー
レ
ル
・
ヒ
ル
墓
地

　
　

※
医
師
に
よ
る
死
亡
診
断
書

　
　
　
　
　
　
（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
発
行
）

　
母
に
つ
い
て

　
　

M
artha N

eal Cow
pland      

母M
artha

もIda

同
様
に
８
歳
で
母
を

亡
く
し
て
い
る
。
母
子
と
も
に
母
喪
失

体
験
。
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  アイダ・ゲップの家系を辿る                            （諸資料を参考に北原が作成 2020 0907）

                          PARENTS                         GRANDPARENTS               GREAT GRANDPARENTS
                                                               
                                                                       Philip Henry Goepp                                
                           Charles P.H. Goepp                     1789-1872                                  
                     1827-1907           　          Fredricka Barbara Steffers                         
                                                                             ??                                        David Chew Cowpland

 Ida Goepp                              Joshua Cowpland            1772-1829     
   1862-1937        m.1855        1801-1879              　            Anna Neale        
                               Martha Neal Cowpland                  Catharine W Carr                             1772-1808     
                                  1833-1870                     1804-1841                                    
                       　                                  Anne Barrington                                 
                                                                             1806-1906                                  
                                    m.1876 div.1893             Andrew Silk                                       
                               Catherine Manning Silk      1809-1899                                    
                                  1853-1934           　           Margaret Redington                               
                                                                             1819-1901                  

　

投
稿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
：
北
原
俊
之

　
ピ
ア
ソ
ン
夫
人
の
親
に
つ
い
て

　
　
　
　
ア
イ
ダ
の
親
・
義
母
・
親
代
わ
り
伯
母
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
新
聞
・
公
的
記
録
・
ウ
ェ
ブ
情
報
を
ま
と
め
ま
し
た

　

父
に
つ
い
て

　

Charles Philip H
enry Goepp   

■
新
聞
記
事
ー
死
亡
欄

　

元
判
事
ゲ
ッ
プ
さ
ん
逝
去

　

元
判
事
チ
ャ
ー
ル
ズ PH

ゲ
ッ
プ
さ

ん
80
歳
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。
彼
の
妹
さ
ん
は
、（
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
州
）
ベ
ス
レ
ヘ
ム
に
住
む

ミ
セ
ス
・
オ
テ
リ
ー
・
デ
・
シ
ュ
ウ
ェ

イ
ニ
ツ
さ
ん
で
、
ゲ

ッ
プ
家
で
唯
一
の
存
命

の
遺
族
で
す
。
ゲ
ッ
プ

元
判
事
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
生
ま
れ
、
故
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
Ｈ
・
ゲ
ッ
プ

牧
師
の
御
子
息
で
、
も

と
も
と
は
ド
イ
ツ
の
家

系
で
あ
り
、
１
８
３
４

年
に
家
族
と
と
も
に
ア

メ
リ
カ
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。
父
親
の
ゲ
ッ

プ
牧
師
は
、
一
時
期
、

ベ
ス
レ
ヘ
ム
の
市
長

burgess

を
務
め
ま
し
た
し
、
ま
た
長
年

に
わ
た
り
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
教
会
の
不
動

産
管
財
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

※
１
９
０
７
・
４
・
25
付
け

　
『
ア
レ
ン
タ
ウ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
』
紙

　
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ア
レ
ン
タ
ウ
ン
）

■
死
亡
診
断
書
（
必
要
事
項
の
み
）

出
生　

１
８
２
７
年
９
月
４
日
ド
イ
ツ

　
　
　

父
、
母
も
ド
イ
ツ
生
ま
れ

■
家
系
調
査
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト

出
生
　
１
８
３
３
年
２
月
16
日
フ
ィ
ラ

　
　
　

デ
ル
フ
ィ
ア

両
親
　Joshua Cow

pland (1801-1879)

　
　
　Catharine W

 Carr (1804-1841)

　
　
　

後
妻　

Anne Barrington 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(1806-1906)

　
　
　

商
業
を
営
む
家
庭
。[

プ
ロ
テ
ス

　
　
　

タ
ン
ト
。Cow

pland

家
は

　
　
　

England,

、Neale

家
は Ireland,

、

　
　
　

か
ら
の
初
期
移
民
の
よ
う
で
す]

兄
弟
　
※
８
人
の
５
番
目
（
二
女
）

　
　
　

弟
の
※Rev. Joshua Cow

pland

　
　
　

は
聖
公
会
の
牧
師
。

墓
地
　W

est Laurel H
ill

。

　
　
　

祖
父Joshua

と
同
じ
墓
に

　
　
　

M
artha,Charles Goepp

と
も
に

　
　
　

あ
り
。

　
※
母Catharine

は
子
供
を
８
人
産
ん

　
　

で
ま
も
な
く
逝
去
し
て
い
る
。

　
　

後
妻Anne

に
も
子
供
あ
り
。割
愛
。

　
※
弟
のRev. Joshua Cow

pland

は
、

　

Epiphaniy Church

で
教
区
副
主
任

(1885-1887)

。
墓
は
、
聖
公
会
墓
地

　

Saint Johns Episcopal Church.

　
※
出
典O

nline Library
N

otes and queries: Chiefly relating 
to Interior Pennsylvania, Volum

e 2

■
死
亡
診
断
書

出
生
　
住
所
：
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
南

　
　
　

16
番
通
り
11
番
地

結
婚　

１
８
５
５
年Charles Goepp

と
。

死
亡　

１
８
７
０
年
５
月
15
日
（
37
歳
）

　アイダ・ゲップの母親の兄弟姉妹 
             　　　（諸資料をもとに北原作成）

　　   （親：Joshua Cowpland：Catharine W Carr）m.1823
　　　　William Thompson   1824 5 17-1846

　　　　John Carr   1827 5 2-1866
     　　　 配偶者 Ada brookfield

　　　　Anna   1829 8 22-1877

　　　　Thomas Crumpton   1831 11 30-1832

　　　　Martha Neal   1833 2 16-1870
     　　　 配偶者 Charles PH Goepp

　　　　Rev. Joshua   1835 8 18-1911    聖公会牧師
     　　　 配偶者 Anna Martha Wood (of Wheeling)

　　　　Henry Martyn   1838 3 1-1878

　　　　Reginald Heber   1841 3 29-1863 7 3
        　　  killed in USA at Gettysburg  戦死



 アイダ・ゲップの父親の兄弟姉妹 
　　　　　　　  （諸資料をもとに北原作成）

　　（親：Philip Henry Goepp：F B Steffers）
              Charles PH Goepp   1827-1907
                  配偶者 Martha Neal

              Rudolf Max Goepp, "Max Goepp" 1830-1872
                                                                     1831-1918
              Marie Ottilie Goepp de Schweinitz 
                  "Ottilie deSchweinitz" "tellie Goepp" 
                  配偶者 Bernard de Schweinitz
               Ellen Elizabeth Goepp   1836-1840

              Mary Cornelia Goepp   1842-1845

3

　Joshua Cowpland の墓に
　　　  記銘されている人々
　※ Ida Goepp の母方の祖父
　J. Cowpland
　　1801-1879

　Catherine Carr Cowpland
　　1804-1841

　Anne Barrington Cowplannd
　　1806-1900

　Anna Cowpland
　　1829-1877

　Ann Jane Carr
　　1801-1857

　Martha Neal Cowpland Goepp
　　1833-1870

　Charles Goepp
　　1827-1907

　Philip Henry Goepp
　　1864-1936
　　Mary Edith Cowpland
　　1875-I940

　
　
　

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
精
神
病
院
で
。

死
因　

急
性
の
躁
病
が
も
と
に
な
っ
た

　
　
　

脳
卒
中

葬
儀　

１
８
７
０
年
５
月
18
日　

エ
ピ
フ

　
　
　

ァ
ニ
ー
教
会
（
住
所
：
フ
ィ
ラ

　
　
　

デ
ル
フ
ィ
ア
15
番
通
り
、
チ
ェ

　
　
　

ス
ナ
ッ
ト
通
り
角
）

埋
葬　

W
est Laurel H

ill
墓
地

葬
儀
社　

フ
ロ
ー
リ
ス
ト
・
ウ
ィ
リ
ア

　
　
　

ム
・
Ｊ
・
ム
ー
ア
（
住
所
：
フ

　
　
　

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
ア
ー
チ
通
り

　
　
　

505

番
地
）

　

※
医
師
に
よ
る
死
亡
診
断
書

　
　
　
（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
発
行
）

医
師
署
名
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｐ
・
ム
ー
ン

　
　
　

※
詳
細
画
像
は
後
掲

■
母M

artha

が
眠
る
墓
地

　

W
est Laurel H

ill Cem
etery

　

Bala Cynw
yd, M

ontgom
ery County,

　

Pennsylvania, U
SA

■
新
聞
記
事
ー
死
亡
欄

オ
テ
リ
ー
・
デ
・
シ
ュ
ウ
ェ
ィ
ニ
ツ
夫
人

　

モ
ラ
ヴ
ィ
ア
教
会
牧
師
、
故
バ
ー
ナ

ー
ド
・
デ
・
シ
ュ
ウ
ェ
ィ
ニ
ツ
牧
師
の

夫
人
オ
テ
リ
ー
・
デ
・
シ
ュ
ウ
ェ
ィ
ニ

ツ
さ
ん
が
、
昨
日
朝
、
ベ
ス
レ
ヘ
ム
・

イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
・
チ
ャ
ー
チ
通
り
の

未
亡
人
対
象
の
ア
パ
ー
ト
で
逝
去
し
ま

し
た
。
87
歳
で
し
た
。
彼
女
は
、
父
フ

ィ
リ
ッ
プ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ゲ
ッ
プ
、
母

フ
レ
ド
リ
ク
・
ゲ
ッ
プ
の
娘
と
し
て
、

１
８
３
１
年
９
月
16
日
、
ド
イ
ツ
の
ノ

イ
デ
ィ
テ
ン
（
現
在
ノ
イ
デ
ィ
テ
ン
ド

ル
フ
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
お
子
様
が

一
人
い
て
、
リ
ー
ハ
イ
大
学
の
教
授
を

し
て
い
る
Ｐ
・
バ
ー
ナ
ー
ド
・
デ
・
シ

ュ
ウ
ェ
イ
ニ
ツ
、
そ
し
て
３
人
の
お
孫

さ
ん
が
い
ま
す
。
葬
儀
は
水
曜
日
に
行

わ
れ
ま
す
。

　

※
１
９
１
８
・
２
・
12
付
け

　
『
ザ
・
モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ー
ル
』
紙

　
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ア
レ
ン
タ
ウ
ン
）

■
新
聞
記
事
【
地
域
の
話
題
／
雑
記
】

▼
１
８
９
３(

明
治
26)

年
11
月
８
日
㈬

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ゲ
ッ
プ
は
、
妻
ケ
イ
ト
・

ゲ
ッ
プ
か
ら
の
離
婚
訴
訟
を
上
位
裁
判

所
に
起
こ
し
ま
し
た
。

▼
１
８
９
３
年
12
月
６
日
㈬

　

昨
日
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ゲ
ッ
プ
と
ケ

イ
ト
・
ゲ
ッ
プ
の
離
婚
裁
判
が
上
位
裁

判
所
第
二
法
廷
で
非
公
開
で
開
始
さ
れ

た
。
原
告
の
最
初
の
申
し
立
て
事
由
は
、

虐
待
で
あ
る
が
、
実
際
に
そ
れ
を
証
明

す
る
証
拠
は
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
裁

判
は
金
曜
日
午
前
ま
で
行
わ
れ
、
さ
ら

な
る
聞
き
取
り
が
な
さ
れ
る
。

▼
１
８
９
３
年
12
月
12
日
㈫

　

ピ
ュ
ー
タ
ボ
ー
判
事
は
、
ケ
イ
ト
・

ゲ
ッ
プ
か
ら
出
さ
れ
た
虐
待
を
根
拠
と

す
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ゲ
ッ
プ
に
対
す
る

離
婚
の
訴
え
に
対
す
る
決
定
を
昨
日
下

し
ま
し
た
。

　

※
１
８
９
３
・
11
・
８
～
12
・
12
付
け

　
　
『
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
・
ユ
ニ
オ
ン
＆
デ
イ
リ

　
　

ー
・
ビ
ー
』
紙

　
　
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
）

　

父
に
つ
い
て

　
　【
あ
る
本
で
紹
介
さ
れ
た
半
生
記
】

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ゲ
ッ
プ
氏
は
、

１
８
２
７
年
９
月
４
日
、
シ
レ
ジ
ア
の

グ
ナ
デ
ン
フ
ェ
ル
ト
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
で
父
親
が
モ
ラ
ビ
ア
教
会
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
学
校
で
教
師
を
し
て

い
た
か
ら
で
す
。
１
８
３
３
年
に
父
親

　

義
母
に
つ
い
て

　

 　

Kate Goepp
 　
　
　

Catharine M
anning Silk Goepp

■
家
系
調
査
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト

　

Ida

の
母M

artha

死
後
、
父
は
、
若

いKate

と
再
婚
し
ま
し
た
。

出
生　

１
８
５
３
年　

Shaftsbury,

　
　
　

 Bennington Co., Verm
ont

両
親　

Andrew
 Silk (1809-1899)

　
　
　

M
argaret Reddington

　
　
　
　
　
　
　
　

(1819-1901)

　
　
　

農
場
経
営
者
。[1840

年
代
後

　
　
　

半
以
降
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら

　
　
　

や
っ
て
き
た
移
民
で
、
宗
教
は

　
　
　

カ
ト
リ
ッ
ク
の
よ
う
で
す]

結
婚　

１
８
７
６
年
（
23
歳
）

離
婚　

１
８
９
３
年
12
月

死
亡　

１
９
３
４
年
１
月
４
日
サ
ン
フ

　
　
　

ラ
ン
シ
ス
コ
に
て
。

　

※Fam
ily Search

　

義
母
と
父
の
離
婚
に
つ
い
て

 　
　

Kate Goepp

とCharles Goepp 

　

新
聞
記
事
に
よ
り
、
二
人
が
離
婚
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

理
由
は
「
虐
待
、
証
拠
な
し
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、「
精
神
的
な
苦
痛
」
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
。
宗
教
の
違
い
に
よ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
離

婚
後
もGoepp

姓
を
名
乗
っ
て
い
る
の

も
不
思
議
な
こ
と
で
す
。

※W
eb Site

：Find A Grave

　

不
思
議
な
こ
と
にM

artha

と
と
も
に

Charles

もPhilip H
enry

も
埋
葬
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
母M

artha

が
亡
く
な
っ
た
後
の
家
族

の
動
向
に
つ
い
て

　

Ida

の
弟Philip H

enry

が
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
同
窓
会
誌
に
経
緯
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ゲ
ッ
プ

　
　

卒
業
す
る
ま
で
の
間
の
、
私
の
青

　

春
時
代
最
大
の
出
来
事
は
：

　

⑴　

私
が
６
歳
の
と
き
に
母
が
亡
く

　
　

な
っ
た
こ
と
。

　

⑵　

 

そ
の
結
果
、
私
、
姉
た
ち
、
弟

　
　

と
別
れ
別
れ
に
な
り
、
伯
母
の
Ｏ
・

　
　

デ
・
シ
ュ
ウ
ェ
イ
ニ
ツ
夫
人
の
お

　
　

世
話
に
な
っ
た
こ
と
。

　

⑶　

１
８
７
７
年
に
米
国
に
戻
り
、　

　
　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
受
験
準
備
を
し

　
　

た
こ
と
。

　

※
原
文
抄
（
翻
訳
）
を
最
後
に
掲
載
。

　

ド
イ
ツ
で
の
母
が
わ
り

　

O
ttilie de Schw

einitz 
M

arie Ottilie Goepp de Schw
einitz

　

母M
artha

が
な
く
な
っ
た

後
、
一
家
は
ド
イ
ツ
・
シ
ュ
ト

ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
、
父
の
妹
の

世
話
に
な
り
ま
す
。
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■
母M

artha

死
後
の
家
族
動
向
を
記

　
　
し
たPhilip H

enry Goepp

の
記
録

　
　
　
　
　
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ゲ
ッ
プ

　

両
親
：
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ゲ
ッ
プ
、
マ
ー
サ
・
ネ
イ
ル
・

（
カ
ウ
プ
ラ
ン
ド
）・
ゲ
ッ
プ
。
１
８
６
４
年
６
月

23
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
生
ま
れ
。
大
学
進
学
ま
で

の
学
歴
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
（[

中
等
学
校]

ド
イ
ツ
・

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
）、
リ
セ
（[

フ
ラ
ン
ス
の

中
等
学
校]

ド
イ
ツ
・
エ
ス
リ
ン
ゲ
ン
）、
Ｊ
・
ザ

ッ
ク
ス
の
予
備
校
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
）、
他
の
予

備
校
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ス
タ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド

と
ド
イ
ツ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
）。

本
人
の
記
載
に
よ
る
と
：

　

卒
業
す
る
ま
で
の
間
の
、
私
の
青
春
時
代
最
大

の
出
来
事
は
：

⑴　

 

私
が
６
歳
の
と
き
に
母
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
。

⑵　

 

そ
の
結
果
、
私
、
姉
た
ち
、
弟
と
別
れ
別
れ

　

に
な
り
、
伯
母
の
Ｏ
・
デ
・
シ
ュ
ウ
ェ
イ
ニ
ツ
夫

　

人M
rs. O

. de Schw
einitz

の
お
世
話
に 

な
っ

　

た
こ
と
。

⑶　

１
８
７
７
年
に

　

米
国
に
戻
り
、
ハ

　

ー
バ
ー
ド
大
学
受

　

験
準
備
を
し
た
こ

　

と
。
こ
れ
ら
の

　

出
来
事
を
経
験
す

　

る
中
で
、
さ
ら
に

　

私
の
人
生
を
決
定

　

づ
け
る
影
響
を
与

　

え
て
く
れ
た
要
因

　

は
、

⒈　

私
自
身
と
母
の

　

家
庭
の
中
の
書
物

は
ド
イ
ツ
・
ザ
ク
セ
ン
地
方
の
ヘ
ル
ン
フ
ー
ト
に

転
居
し
た
た
め
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
初
期
の
教
育
を

そ
の
地
で
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
８
３
４
年
、

一
家
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
移
住
し
、
短
期
間
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
、
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
州
ベ
ス
レ
ヘ
ム
に
転
居
し
、
長
老
格
の
ゲ

ッ
プ
家
は
、
こ
の
地
で
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
教
会
の
不
動

産
の
管
財
人
を
長
く
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ゲ
ッ
プ
氏
は
、
１
８
３
７
年
以
降
、

私
立
学
校
で
学
び
、
１
８
４
１
・
１
８
４
２
年
、
モ

ラ
ヴ
ィ
ア
教
会
神
学
校
の
予
備
校
で
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
彼
は
、
父
の
願
い
に
応
え
て
、
ラ
ウ
ジ

ッ
ツ
地
方
ニ
ー
ス
キ
ー
の
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
教
会
神
学

校
に
入
学
し
ま
し
た
が
、
教
育
内
容
は
良
か
っ
た

も
の
の
、
厳
格
す
ぎ
る
規
律
・
戒
律
に
嫌
気
が
差

し
た
た
め
、
２
年
後
に
米
国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

に
戻
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
彼
は
、
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
州
イ
ー
ス
ト
ン
で
法
律
の
勉
学
に
打
ち
込

み
、
１
８
４
８
年
国
政
に
関
わ
る
活
動
を
始
め
て
、

〔
准
州
へ
の
奴
隷
制
度
拡
大
に
反
対
す
る
〕
自
由
土

地
党
の
候
補
者
を
支
援
し
ま
し
た
。
１
８
５
０
年
、

彼
は
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
マ
イ
ナ
ー
と
の
共
同
経
営
に

よ
っ
て
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
法
律
事
務
所
を

開
設
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
そ
れ
か
ら
２

年
後
共
同
経
営
者
が
亡
く
な
り
、
こ
の
前
途
有
望

な
事
業
は
突
然
終
わ
り
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

ゲ
ッ
プ
氏
は
、「
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
・
エ
イ
タ
ー
ズ
」

の
活
動
に
な
み
な
み
な
ら
ぬ
関
心
を
持
ち
、「
ホ
ィ

ー
リ
ン
グ
会
議W

heeling Congress

※
」
で
は

急
進
派
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
し
た
。
彼
は
、
他

の
ド
イ
ツ
改
革
派
の
人
々
と
同
様
に
、
米
国
共
和

党
に
加
わ
り
、
１
８
５
６
年
に
は
フ
リ
ー
モ
ン
ト
、

１
８
６
０
年
に
は
リ
ン
カ
ー
ン
を
熱
烈
に
支
持
し

ま
し
た
。
南
北
戦
争
が
始
ま
る
と
、
ゲ
ッ
プ
氏
は
、

軍
務
に
就
き
、ま
ず
は
イ
ー
ス
ト
ン
「
イ
ェ
ー
ガ
ー
」

隊
の
中
尉1st Lieutenant

と
し
て[1861,4.24

召
集]

、
後
に
は
、
第
９
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
義
勇
軍

の
大
尉Captain

、
そ
し
て
、
連
隊
副
官adjutant

に
昇
進
し
ま
し
た
。
義
勇
軍
の
軍
務
を
三
カ
月
務

め
た
後
、
彼
は
普
通
の
文
民
生
活
に
戻
り
、
弟
の

マ
ッ
ク
ス
・
ゲ
ッ
プ
氏
と
共
同
で
法
律
の
仕
事
を

続
け
ま
し
た
。
１
８
６
３
年
彼
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
カ
ッ
プ
氏
の
事
務
所
に
加

わ
り
、
カ
ッ
プ
氏
が
１
８
６
９
年
に
ド
イ
ツ
に
戻

る
ま
で
の
あ
い
だ
そ
こ
で
実
務
を
重
ね
ま
し
た
。

　

ゲ
ッ
プ
氏
は
、
妻
が
１
８
７
０
年
に
亡
く
な
っ

た
後
し
ば
ら
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
渡
り
歩
き
、
そ
の

後
、
米
国
に
戻
っ
て
す
ぐ
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

マ
リ
ー
ン
・
コ
ー
ト
（
裁
判
所
）
の
判
事
に
選
任

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
職
責
を
と
て
も
有
能

な
手
腕
を
発
揮
し
て
果
た
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ッ
プ
氏
は
、
優
れ
た
能
力
を
持
ち
、
影
響
力
の

大
き
い
人
物
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
両

方
に
対
す
る
知
識
が
あ
る
た
め
に
、
そ
の
当
時
そ
の

両
国
民
の
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
理
解
さ
れ
て
い
な
い
時

世
の
中
で
、
彼
は
唯
一
そ
れ
ら
の
国
民
を
よ
く
理
解

し
て
い
る
と
い
う
立
場
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
・
エ
イ
タ
ー
ズ
」
を
支
持
す

る
彼
の
努
力
は
、特
に
賞
賛
に
値
し
ま
す
。『
ニ
ュ
ー
・

ロ
ー
マ
』
以
外
に
も
、
ゲ
ッ
プ
氏
は
、
議
会
制
民
主

主
義
に
関
す
る
書
物
を
書
い
て
い
ま
す
し
、
数
多
く

ド
イ
ツ
の
作
品
を
翻
訳
し
て
い
ま
す
。

　

出
典A Political Prophecy of the 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Forty-Eighters in Am
erica

　
　
『
ア
メ
リ
カ
の
「
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
・
エ
イ
タ
ー
ズ
」　

　
　

が
預
言
す
る
今
後
の
政
治
情
勢
』

　
　
　
　

著
者Julius G

oebel

（
イ
リ
ノ
イ
大
学
）

　

※W
heeling Congress

の
意
味
が
不
明
で
す
が
、
と

り
あ
え
ず
「　

」
の
様
に
訳
出
し
て
み
ま
し
た
。
南
北
戦

争
前
か
ら
ホ
ィ
ー
リ
ン
グ
市
の
あ
る
地
域
が
バ
ー
ジ
ニ
ア

州
か
ら
独
立
す
る
か
を
話
し
合
う
会
議
の
こ
と
で
し
ょ
う

か
？

　

好
き
な
雰
囲
気
。

⒉　

少
年
期
を
ド
イ
ツ
で
過
ご
し
た
こ
と
に
よ
る

　

ド
イ
ツ
的
な
考
え
方
や
理
想
を
身
に
つ
け
た
こ

　

と
。

⒊　

幼
少
期
か
ら
音
楽
が
好
き
で
あ
り
、
そ
れ
が

　

変
わ
ら
ず
に
、
11
歳
の
と
き
ド
イ
ツ
で
更
に
好

　

奇
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
。

出
典
：

　
　
　

Report of the secretary by H
arvard 

　
　
　

U
niversity. Class of 1884

：1909

　
母
マ
ー
サ
の
死
亡
診
断
書

　

死
因
・
病
名

  　
　

Apoplexy &
 Acute M

ania

　

病
院
名

  　
　

Pennsylvania H
ospital for the Insane.

                                               RETURN OF A DEATH
                                  IN THE CITY OF PHILADELPHIA.

                                               PHYSICIAN'S CERTIFICATE.

             1. Name of Deceased, 　 Martha N. Goepp                        

             2. Color,                White                                  

             3. Sex,               Female                                  

             4. Age,                  37 years                                

             5. Married or Single,      Married                                 

             6. Date of Death,         May 15, 1870                          

             7. Cause of Death,       Apoplexy & Acute Mania                

                               　                        William P. Moon　　M.D.

            Residence,   Penna. Hospital for the Insane

                 UNDERTAKER'S CERTIFICATE IN RELATION TO DECEASED.
             8. Occupation,                                                                    
             9. Place of Birth,   Phila                                   
                                           Name of Father,                                                 
             10. When a Minor, 
                                        Name of Mother,                                                

             11. Ward,               9th                                     

             12. Street and Number,   11 South 16th Str.                     

             13. Date of Burial,       May 15, 1870                          

             14. Place of Burial,      Epiphany Church                        

                                            15th at Chestnut

　　　　　　　　　　　　　　　　 Wm J Moor　　Undertaker.

           Residence, 　office　505 Arch St.　　 T
hi

s c
on

st
itu

te
s o

ne
 C
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tifi
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te
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5

グッズの頒布　！！
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
事
業
の
資
金
源

と
し
て
！

・
絵
葉
書　

・
押
し
花

・
香
り
袋　

・
マ
グ
ネ
ッ
ト

・
薄
荷
（
和
種
）
地
元
産

・
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

・
ピ
ア
ソ
ン
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

　
　
（
第
一
号
か
ら
第
七
号
）

・
改
訂
版
「
使
徒
は
ふ
た
り
で
立
つ
」

・
改
訂
版
「
六
月
の
北
見
路
」

　

※
詳
細
は
、
ピ
ア
ソ
ン
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ン
サ
ー
募
集
！

　

今
後
も
ピ
ア
ソ
ン
便
り
の
隔
月
刊

発
行
を
継
続
す
る
た
め
に
、
協
力
ス

ポ
ン
サ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年

間
１
万
円
の
協
力
金
で
、
会
報
に
右

図
ス
ペ
ー
ス
で
の
広
告
を
毎
回
掲
載

し
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
×
６
回
と
な
り

ま
す
の
で
、
ス
ペ
ー
ス
を
２
倍
と
し

た
場
合
は
年
３
回
と
な
り
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
事
務
局
ま
で
。

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
便
り
」
第
24
回

ピ
ア
ソ
ン
会
顧
問

Ｇ
・
ハ
ー
ド
氏 

２
０
２
０
・
９
・
25

◆
一
昨
日
作
業
員
た
ち
が
来
て
、
電
話

回
線
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
用
に
新

し
い
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ

ー
ブ
ル
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
く
れ
ま

し
た
。
電
話
会
社
で
は
、
来
年
半
ば
に

は
も
う
古
い
回
線
が
使
え
な
く
な
る
と

助
言
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。

◆
今
日
は
朝
か
ら
心
地
よ
い
春
ら
し
い

季
節
で
す
。
も
う
薪
ス
ト
ー
ブ
も
使
わ

な
い
の
で
手
入
れ
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

プ
ラ
ム
の
花
も
終
わ
り
、
池
に
は
睡
蓮

の
葉
が
多
く
、
い
く
つ
も
の
白
い
蕾
が

見
え
て
い
ま
す
。
漢
字
は
第
一
次
水
準

で
、
尺
八
の
練
習
も
続
い
て
い
ま
す
。

◆
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
来
月
の
国
政

選
挙
に
向
け
今
や
最
高
潮
で
す
。
ジ
ャ

シ
ン
ダ•

ア
ー
ダ
ー
ン
首
相
は
人
気
が

あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
国
民
党
リ
ー
ダ

ー
の
ジ
ュ
デ
ィ
ス•

コ
リ
ン
ズ
は
経
験

を
積
ん
だ
強
み
が
あ
り
ま
す
。

◆
感
染
症
は
時
折
発
症
も
あ
り
、
経
済

面
は
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
選

挙
結
果
が
気
に
な
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
は
歴
史
的
に
も
、
日
本
の
よ

う
に
、
政
治
は
保
守
的
で
、
な
か
な
か

思
考
の
変
換
が
な
り
ま
せ
ん
。

◆
終
末
期
医
療
患
者
が
苦
痛
か
ら
逃
れ

る
た
め
命
を
絶
つ
権
利
が
許
さ
れ
る
か
、

麻
薬
の
使
用
解
禁
は
ど
う
か
な
ど
の
国

民
投
票
も
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
国
を

分
断
す
る
事
柄
で
、
結
果
の
予
測
は
難

し
い
で
す
。

◆
姉
た
ち
は
新
し
い
住
ま
い
で
快
適
で

す
。
弟
と
私
は
週
に
一
度
は
訪
ね
て
デ

ィ
ナ
ー
を
共
に
し
、
電
話
で
の
連
絡
も

取
り
合
っ
て
い
ま
す
。
来
月
に
は
ワ
ン

ガ
ヌ
イ
ま
で
南
下
で
き
れ
ば
良
い
の
で

す
が
。
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
は
レ
ベ
ル
２
で
、
他
都
市
の

１
よ
り
も
厳
し
い
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
住

民
が
拡
大
さ
せ
て
い
る

よ
う
で
す
。

２
０
２
０
・
10
・
４　

　
◆
数
日
来
、
素
晴
ら
し

い
春
の
天
候
で
、
シ
エ

ー
ク
ス
ピ
ア
パ
ー
ク
の

上
空
に
は
素
晴
ら
し
い

満
月
が
昇
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
睡
蓮
が
咲
き

ま
し
た
。ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

豆
、
人
参
、
ほ
う
れ
ん

草
、
シ
ル
バ
ー
ビ
ー
ト
を
植
え
ま
し
た

が
、
ま
だ
姿
は
見
え
ま
せ
ん
。
姉
た
ち

も
新
し
い
菜
園
を
準
備
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
北
見
で
は
美
し
い
秋
の
彩
り
で
し

ょ
う
。

２
０
２
０
・
10
・
17　
　

◆
今
日
は
国
政
選
挙
の
日
で
す
。
今
夜

の
テ
レ
ビ
で
の
結
果
が
興
味
深
い
で
す
。

今
回
は
感
染
症
の
関
係
も
あ
り
、
何
日

間
か
の
期
日
前
投
票
も
可
能
で
、
私
は

済
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
は
一
院
制
で
、
２
種
類
の
投
票

で
す
。
一
つ
は
政
党
に
、
も
う
一
つ
は

選
挙
区
の
議
員
に
で
す
。
世
論
調
査
に

よ
れ
ば
、
労
働
党
の
ジ
ャ
シ
ン
ダ•

ア

ー
ダ
ー
ン
は
ジ
ュ
デ
ィ
ス•

コ
リ
ン
ズ

率
い
る
国
民
党
を
引
き
離
し
て
い
ま
す

が
、
実
際
に
は
ど
ち
ら
に
な
る
か
、
今

夜
の
結
果
を
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
他
の
党
は
、
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

得
票
す
れ
ば
議
席
が
得
ら
れ
ま
す
。
右

寄
り
の
Ａ
Ｃ
Ｔ
党
、
左
寄
り
の
緑
の
党

が
そ
れ
に
届
き
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、

可
能
性
と
し
て
は
労
働
党
と
緑
の
党
の

連
立
と
い
う
結
果
に
な
る
か
。

◆
国
内
の
移
動
は
自
由
に

な
っ
た
の
で
、
来
週
は
ワ

ン
ガ
ヌ
イ
へ
行
く
予
定
で

す
。
６
月
以
来
の
こ
と
で

楽
し
み
で
す
。
今
朝
、
湾

の
方
に
カ
ラ
フ
ル
な
ヨ
ッ

ト
が
何
艘
か
見
え
ま
し

た
。
写
真
を
添
付
し
ま
す
。

新
し
い
携
帯
に
馴
染
ん
で

き
ま
し
た
。
古
か
っ
た
の

よ
り
は
ず
っ
と
速
く
、
ま

た
画
面
が
鮮
明
で
す
か
ら

嬉
し
い
で
す
。

２
０
２
０
・
10
・
26　
　

◆
フ
ァ
ン

0

0

0

ガ
ヌ
イ
滞
在
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
ワ
ン

0

0

ガ
ヌ
イ
が
フ
ァ
ン

0

0

0

ガ
ヌ
イ

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
は
フ
ァ

0

0

が
好
ま
し

い
の
で
す
が
、
古
い
表
記
に
慣
れ
て
い

ま
し
た
。
変
更
は
マ
オ
リ
に
敬
意
を
表

し
て
で
す
が
、
ま
だ
異
論
も
あ
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
日
は
、
労
働
者
の
日
休
日

で
も
あ
り
、
長
い
週
末
休
み
と
な
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
後
初
の
休
日
週
末
で
、

大
勢
が
出
か
け
て
い
ま
す
。
花
は
、
リ

ン
ゴ
に
ま
だ
少
し
咲
き
残
っ
て
い
ま
す
。

◆
先
日
、
飛
行
機
が
近
所
の
農
場
に
肥

料
散
布
す
る
の
が
見
え
て
面
白
か
っ
た

で
す
。
航
空
シ
ョ
ウ
み
た
い
で
し
た
。

超
低
空
飛
行
を
危
険
に
思
い
ま
し
た
が

上
手
な
も
の
で
、
事
故
も
な
く
終
え
ま

し
た
。
私
の
土
地
に
も
少
し
は
降
っ
た
、

と
思
い
ま
す
。
写
真
を
撮
り
ま
し
た
が
、

よ
く
は
見
え
ま
せ
ん
。
◆
今
朝
、
従
兄

弟
が
農
場
回
り
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
今
年
は
牧
草
が
豊
作
で
、
羊

や
家
畜
た
ち
も
良
い
状
態
で
す
。
天
国

に
い
る
か
の
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

２
０
２
０
・
11
・
10　
　

◆
フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
で
の
楽
し
い
滞
在
を

終
え
て
フ
ァ
ン

0

0

0

ガ
パ
ラ
オ
ア

0

0

0

に
戻
っ
て

い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
プ
リ
マ
ス
を
通
っ
て
、

そ
こ
で
は
従
姉
妹
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
や

他
の
人
た
ち
と
昼
食
を
囲
み
、
デ
ィ
ナ

ー
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
弟
と
一
緒
に
楽

し
く
、
と
て
も
心
地
よ
い
長
い
一
日
で

し
た
。
留
守
の
間
も
順
調
な
日
々
だ
っ

た
よ
う
で
、
何
日
間
か
雨
が
降
っ
た
の

で
、
庭
は
良
い
状
態
で
す
。

◆
今
日
は
初
め
て
ほ
う
れ
ん
草
を
昼
食

用
に
摘
み
ま
し
た
。
ル
バ
ー
ブ
のstew

と
ミ
ュ
ー
ズ
リ
（
シ
リ
ア
ル
）
を
毎
日

の
朝
食
に
食
べ
ま
す
。
ル
バ
ー
ブ
が
豊

作
で
、
姉
や
弟
に
シ
ェ
ア
し
、
弟
の
木

か
ら
美
味
し
い
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
を

も
ら
い
ま
し
た
。
毎
日
睡
蓮
が
咲
き
ま

す
。
写
真
添
付
し
ま
す
。

◆
世
界
が
一
致
協
力
し
て
、
直
面
す
る

諸
問
題
に
取
り
組
ん
で
行
け
る
と
良
い

で
す
ね
。
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号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
も
下
火
で
し
た
が
、
寒
い
季
節
を
迎
え

た
頃
か
ら
北
海
道
で
は
感
染
が
多
く
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
11
月
末
現
在
で
札
幌
の
規
制
強
化
と
、
全
国
的
に
も
危
機
的
な
状
況

が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
２
月
頃
か
ら
専
門
家
達

は
こ
の
冬
の
注
意
を
喚
起
し
て
い
た
よ
う
に
、
寒
さ
と
と
も
に
感
染
の
数

字
が
上
が
っ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
医
療
機
関
以
外
で
は
、
あ
る
意
味

で
楽
観
的
な
考
え
が
支
配
し
て
い
た
の
か
、
こ
の
時
期
を
迎
え
撃
つ
対
策

が
、
国
の
施
作
を
含
め
て
極
め
て
後
手
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
の
は
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
？
『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』
の
格
言
を
重
要
視
し
て
、

当
館
で
は
、
春
よ
り
こ
の
冬
に
備
え
、
来
館
者
の
た
め
に
考
え
ら
れ
る
備

蓄
と
対
策
は
全
て
準
備
し
て
来
た
つ
も
り
で
す
。
マ
ス
ク
・
各
種
消
毒
液
・

加
湿
器
・
使
い
捨
て
ス
リ
ッ
パ
・
ト
イ
レ
の
消
毒
設
備
な
ど
な
ど
。
さ
さ

や
か
で
す
が
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
理
事
兼
事
務
局
長
）
伊
藤　

悟

素敵な来館者！ 

　

秋
晴
れ
の
10
月
８
日
木
曜
日
の
午
前
中
、
ピ
ア

ソ
ン
公
園
に
「
め
ぐ
み
保
育
園
」
の
園
児
た
ち
が

遊
び
に
来
て
い
ま
し
た
。
元
気
に
公
園
の
中
を
駆

け
回
り
、
お
友
達
や
先
生
を
呼
ん
で
は
ま
た
駆
け

回
る
。
色
付
い
た
木
々
の
葉
が
落
ち
た
芝
生
と
子

供
た
ち
と
、
抜
け
る
よ
う
に
青
い
空
、
思
わ
ず
カ

メ
ラ
を
持
ち
出
し
、
先
生
の
許
可
を
得
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。
こ
の
３
週
間
後
に
は
、
公

園
の
木
々
の
葉
も
全
て
落
ち
て
し
ま
い
、
今
は
冬

を
待
つ
ば
か
り
の
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
の
写
真
は
、
10
月
22
日
木
曜
日
に
、
市
立
中

央
小
学
校
一
年
生
40
名
が
来
館
し
た
時
の
玄
関
の
様
子
で
す
。
久

し
ぶ
り
の
団
体
来
館
で
し
た
が
、
写
真
は
「
個
人
情
報
保
護
法
」

の
こ
と
も
あ
り
、
靴
だ
け
を
撮
影
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

改
稿

「
ピ
ア
ソ
ン
学
事
始
め
」　
⑫

　

こ
の
「
ピ
ア
ソ
ン
学
事
始
め
」
は
、
18
年
前
に
街
の
情
報
誌
に

書
か
れ
た
も
の
で
す
が
、
少
し
手
を
加
え
年
号
な
ど
も
修
正
し
改

稿
と
し
て
連
載
し
て
い
ま
す
。

　

ピ
ア
ソ
ン
会
理
事　

伊
藤　

悟

　

故
小
池
創
造
牧
師
著
「
田
舎
伝
道

者
」
に
よ
る
と
、「
ピ
ア
ソ
ン
が
北

海
道
に
一
時
的
に
移
り
住
ん
だ
の
は

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
頃
と
想

像
で
き
ま
す
。
函
館
に
居
を
構
え
、

室
蘭
や
伊
達
に
出
か
け
布
教
に
専
心

し
た
」、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
続
い
て
次
の
文
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
小
池
氏
が
ど
の

文
献
を
も
と
に
引
用
さ
れ
た
の
か
、

極
め
て
興
味
あ
る
記
述
で
す
。『
ピ

ア
ソ
ン
は
室
蘭
に
も
僅
か
の
間
で
あ

る
が
、
函
館
か
ら
加
藤
ち
か

0

0

0

0

と
い
う

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
コ
ッ
ク
を
つ
れ
て

き
て
住
ん
だ
こ
と
も
あ
る
と
い
う
』、

と
い
う
一
文
で
す
。

　

ピ
ア
ソ
ン
が
野
付
牛
に
居
を
構
え

た
時
、
旭
川
か
ら
『
加
藤
定
吉
・
ツ

カ
』
と
い
う
夫
妻
を
伴
っ
て
来
て
お

り
ま
す
が
、『
ち
か
』
と
『
ツ
カ
』
を
、

同
一
人
物
と
考
え
る
方
が
結
構
多
く

い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ピ

ア
ソ
ン
が
ツ
カ
に
宛
て
た
手
紙
か
ら
、

別
人
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
⑿
　
ピ
ア
ソ
ン
、

　
　
　
北
海
道
伝
道
へ
の
旅
立
ち

ピ
ア
ソ
ン
が
ア
メ
リ
カ
へ
帰
っ
た

後
、
定
吉
が
亡
く
な
っ
た
知
ら
せ
を

受
け
書
い
た
手
紙
に
『
思
い
出
し
て

見
れ
ば
旭
川
の
時
代
の
御
交
際
そ
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

時
か
ら

0

0

0

‥
‥
』
と
あ
る
の
で
す
。
ま

た
、
ツ
カ
は
旧
姓
は
市
川
（
生
年
月

日
は
明
治
十
二
年
）
で
す
。
そ
れ
に

し
て
も
、
偶
然
か
似
た
名
前
が
一
時

私
た
ち
を
混
乱
さ
せ
た
こ
と
に
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
加
藤
ち
か

0

0

0

0

に
つ

い
て
は
現
在
何
も
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
ピ
ア
ソ
ン
が
函
館
に
住

ん
だ
こ
と
も
立
証
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
北
星
女
学
校
の
記
録
や
室
蘭

教
会
の
記
録
な
ど
か
ら
、
明
治
25
年

頃
の
一
時
期
、
北
海
道
で
活
動
し
て

い
た
こ
と
は
事
実
よ
う
で
す
。『
外

国
人
内
地
旅
行
免
状
』
の
法
律
の
制

限
で
色
々
と
工
夫
し
な
が
ら
の
北
海

道
滞
在
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

ピ
ア
ソ
ン
は
一
八
九
四
（
明
治
27
）

年
に
小
樽
へ
居
を
移
し
、
そ
の
翌
年

の
六
月
に
、
東
京
で
ア
イ
ダ
・
ゲ
ッ

プ
と
結
婚
し
ま
す
。
そ
の
後
本
格
的

に
北
海
道
で
の
活
動
が
開
始
さ
れ
る

の
で
す
。


